
̶1̶ ＊この広報紙は、県の総合・合同庁舎でもお渡ししています。

●
開
会
日
（
９
月
28
日
）

■
知
事
提
案
説
明 

〜
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
着
実
に
推
進
〜

尾
﨑
知
事
は
初
め
に
、
「
９
月
20
日
、
本
県
に
最
接
近
し
た

台
風
16
号
に
よ
り
、
県
西
部
を
中
心
に
河
川
の
氾
濫
や
内
水
に

よ
る
浸
水
が
相
次
ぎ
、
２
０
０
棟
を
超
え
る
住
宅
の
浸
水
被
害

や
、
農
作
物
を
中
心
と
し
た
１
億
円
近
く
の
経
済
被
害
な
ど
が

発
生
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
当
面
す
る
県
政
の
主
要
な
課
題
に
つ
い
て
、
「
４
年

後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
ま
た

と
な
い
好
機
と
捉
え
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
青
少
年
の
競
技
力

向
上
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
県
経
済
の
活
性
化
や
文
化
の
振

興
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
７
月
に
高
知
県
・
市
町
村
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
活
用
協
議
会

を
設
立
し
た
。
大
会
の
効
果
が
県
内
に
も
波
及
す
る
よ
う
、

様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
今
議
会
に
提
出
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い

て
、
「
『
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
』
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

本
格
化
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
高
知
駅
前
の
こ
う
ち
旅
広
場
の

改
修
を
行
う
な
ど
、
総
額
65
億
７
千
万
円
余
り
を
計
上
し
た
」

と
述
べ
、
最
後
に
、
今
回
提
案
し
た
議
案
37
件
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
（
10
月
４
日
〜
11
日
）

一
括
質
問
形
式
に
よ
り
、
８
名
の
議
員
が
、
参
議
院
議
員
選

挙
の
合
区
問
題
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
取
組
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
議
会
か
ら
本
会
議
に
一
問
一
答
形
式
に
よ
る
一
般

質
問
が
導
入
さ
れ
、
14
名
の
議
員
が
、
農
林
漁
業
の
振
興
や
エ

コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
等
（
10
月
11
日
）

平
成
27
年
度
の
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、
決
算
特
別
委
員
会

（
弘
田
兼
一
委
員
長
）
を
設
置
し
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

公
営
企
業
会
計
の
決
算
に
関
す
る
議
案
22
件
と
未
処
分
利
益
剰

余
金
の
処
分
に
関
す
る
議
案
２
件
を
付
託
の
上
、
こ
の
審
査
が

終
了
す
る
ま
で
議
会
の
閉
会
中
も
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

ま
た
、
議
員
派
遣
議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
（
10
月
12
日
〜
17
日
）

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案
13
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日
（
10
月
19
日
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

知
事
提
出
議
案
13
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
意
見
書

議
案
９
件
の
う
ち
８
件
を
可
決
、
１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
の
概
要

会
期
　
９
月
28
日
〜
10
月
19
日 【
22
日
間
】

…２～5面
……………………………5面

……………６・７面

………………………６・７面
…………………………８面

……８面
…………８面

……８面
…８面

…………………………８面
ほか　　　　　　　　　　　

主な内容
＊9月定例会
本会議の質問（一括質問・一問一答）
主な審議の結果
常任委員会委員長報告要旨

＊委員会活動
常任委員会の動き
特別委員会の動き

＊その他の記事
高知県議会議員がパラグアイを訪問
韓国・全羅南道と姉妹協定を締結
高知赤十字病院の西山副院長が講演
高校生フォトコンテストの入賞者が決定

＊お知らせ
12月定例会の日程 
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子
育
て
支
援
に
対
す
る
今
年

度
の
当
初
予
算
は
約
99
億
円
だ
が
、

な
お
県
内
の
御
家
庭
が
支
払
っ
て

い
る
保
育
料
の
合
計
は
昨
年
度
で

45
億
円
と
な
っ
て
い
る
。高
知
県

問

　
知
事
　
今
回
の
訪
問
で
は
、

「
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支
援

す
る
環
境
を
つ
く
ろ
う
」と
い
う
職

員
の
熱
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

ま
た
、セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
親
同

士
が
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

妊
娠
期
か
ら
親
育
ち
の
機
会
に
つ

な
げ
る
取
組
な
ど
、県
が
母
子
保

健
と
児
童
福
祉
の
連
携
や
地
域
の

子
ど
も
の
見
守
り
体
制
の
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
中
で
大
い
に

参
考
に
な
っ
た
。こ
う
し
た
先
駆
的

な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
地
域
の
実
情
に

答

応
じ
た
形
で
県
内
に
広
が
っ
て
い
く

よ
う
、施
策
を
さ
ら
に
練
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

　
知
事
が
先
日
の
対
話
と
実

行
行
脚
で
視
察
し
た「
い
の
町

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ
り
ぐ

ら
ひ
ろ
ば
」の
取
組
に
つ
い
て
所

見
を
聞
く
。

問
　
健
康
政
策
部
長
　
期
間
内

に
３
回
の
接
種
が
終
了
し
な
い
場
合

は
法
に
基
づ
く
接
種
と
な
ら
な
い
が
、

免
疫
を
確
実
に
つ
け
る
た
め
、残
り

の
接
種
分
に
つ
い
て
も
公
費
で
実
施

で
き
る
よ
う
市
町
村
に
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。ま
た
、Ｂ
型
・Ｃ
型
肝
炎

の
正
し
い
知
識
と
ウ
イ
ル
ス
検
査
の

必
要
性
に
つい
て
は
、引
き
続
き
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
新
聞
広
告
な
ど
に
よ

り
普
及
啓
発
し
て
い
く
。

答

　
土
木
部
長
　
平
成
32
年
度

に
は
、高
知
東
部
自
動
車
道
の
高
知

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
高
知
南
イ
ン

タ
ー
チ
ェン
ジ
間
も
開
通
す
る
見
通

し
だ
。仁
淀
川
流
域
と
高
知
新
港
、

高
知
龍
馬
空
港
が
高
規
格
道
路
を

介
し
て
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
り
、沿

線
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
が

よ
り
描
き
や
す
く
な
り
、民
間
事

業
者
に
よ
る
投
資
や
新
た
な
企
業

誘
致
へ
の
大
き
な
後
押
し
に
な
る
と

期
待
さ
れ
る
。

答
　
平
成
32
年
度
に
全
線
開
通

す
る
見
通
し
の
高
知
西
バ
イ
パ

ス
に
つ
い
て
、期
待
で
き
る
整

備
効
果
を
聞
く
。

問

　
今
月
か
ら
ゼ
ロ
歳
児
を
対
象

と
し
た
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
国

の
定
期
接
種
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、１
歳
を
超
え
た
た
め
３
回
全

て
の
接
種
を
完
了
で
き
な
い
場
合

の
対
応
は
ど
う
か
。ま
た
、Ｂ
型
肝

炎
対
策
を
周
知
す
る
絶
好
の
機

会
だ
と
思
う
が
、見
解
を
聞
く
。

問

子ども食堂

いの町子育て支援センターぐりぐらひろば

　
知
事
　
人
材
不
足
は
、県
経

済
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
り
か
ね
な

い
た
め
、第
３
期
産
業
振
興
計
画
で

は
、若
者
の
県
外
流
出
防
止
と
県
外

か
ら
の
移
住
促
進
、産
業
人
材
の
育

成
・
確
保
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、Ｉ

ｏ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

や
省
力
化
に
も
、ス
ピ
ー
ド
感
を

持
って
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
　
高
知
財
務
事
務
所
は「
27

期
連
続
で
人
手
が
不
足
気
味
」、

四
銀
地
域
経
済
研
究
所
は「
県

内
企
業
の
４
割
が
人
手
不
足
」

と
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

こ
う
し
た
人
材
不
足
の
実
態
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
思
い
を

持
っ
て
い
る
か
。

問 　
知
事
　
各
医
療
機
関
が
現
在

の
施
設
を
活
用
し
な
が
ら
円
滑
に

転
換
を
進
め
る
た
め
に
は
、一
定
の

経
過
措
置
が
必
要
だ
。そ
の
際
に
必

要
と
な
る
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

基
金
な
ど
を
活
用
し
て
支
援
し
て
い

く
。ま
た
、所
得
に
応
じ
た
保
険
料

や
自
己
負
担
額
の
減
免
な
ど
の
低

所
得
者
対
策
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

答
　
来
年
度
末
で
介
護
療
養
病

床
の
廃
止
が
予
定
さ
れ
、新
類
型

の
施
設
へ
の
移
行
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。医
療
・
介
護
難
民
を

つ
く
ら
な
い
た
め
に
は
県
の
支

援
も
必
要
だ
と
考
え
る
が
、ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
つ
も
り
か
。

問

　
知
事
　
合
区
問
題
の
根
本
的

解
決
に
は
、参
議
院
の
地
域
代
表
制

を
憲
法
に
明
記
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。政
党
交
付
金
の
活

用
に
つ
い
て
は
、政
治
資
金
規
正
法

と
の
関
係
も
あ
り
、様
々
な
議
論
を

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。御
指
摘

の
総
定
数
の
増
に
つい
て
も
、国
民
の

理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
な
ど
の

課
題
は
あ
る
が
、合
区
解
消
に
向
け

た
選
択
肢
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

答
　
さ
き
の
参
議
院
議
員
選
挙

で
高
知
県
と
徳
島
県
が
合
区

と
な
っ
た
。政
党
助
成
金
の
一

部
を
活
用
し
、新
た
な
費
用
負

担
に
な
ら
な
い
方
法
で
総
定
数

を
増
や
す
こ
と
が
合
区
解
消
に

最
も
資
す
る
と
思
う
が
、所
見

を
聞
く
。

問

【
I
o
T
】様
々
な「
モ
ノ
」が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
り
、通
信
を

行
う
こ
と
で
相
互
に
制
御
す
る
仕
組
み
。

塚地　佐智
（日本共産党）

　
地
域
福
祉
部
長
　
県
内
に

開
設
し
た
子
ど
も
食
堂
の
活
動
状

況
を
見
る
と
、食
事
の
提
供
だ
け
で

な
く
親
に
も
安
心
感
を
与
え
、地
域

の
見
守
り
な
ど
に
も
つ
な
が
って
い
る
。

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、情
報
交
換
な
ど
が
で

答

き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
広
報

面
で
の
支
援
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
様
々
な
事
情
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
に
低
料
金
で
食

事
を
提
供
す
る
子
ど
も
食
堂

な
ど
の
取
組
が
、県
内
７
カ
所

に
広
が
っ
て
い
る
。県
の
調
査

で
も
、「
子
ど
も
の
食
事
・
栄

養
」に
悩
む
母
子
家
庭
が
10
・

5
％
、父
子
家
庭
が
15
・
8
％

と
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、潜
在

的
な
ニ
ー
ズ
は
さ
ら
に
広
範

囲
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
支
援
を
検
討
し

て
い
る
か
。

問
　
知
事
　
避
難
路
・
避
難
場
所

の
整
備
、河
川
堤
防
の
耐
震
化
、救

助
救
出
体
制
の
整
備
、物
資
配
送
計

画
の
検
討
な
ど
の
公
助
に
取
り
組
ん

で
い
る
。地
域
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
実
践
的
な
課
題
を
踏
ま
え
た
お

声
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、市

町
村
と
連
携
し
て
、し
っ
か
り
と
き
め

細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

答
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
防

災
・
減
災
に
備
え
、公
助
に
全
力

を
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。ま

た
、県
民
の
提
言
を
本
気
で
支

援
し
、尊
重
す
る
こ
と
が
行
政

の
姿
勢
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、所
見
を
聞
く
。

問

　
知
事
　
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
り
、商
業
圏
域

の
拡
大
や
商
品
価
値
の
向
上
な
ど
の

効
果
が
表
れ
て
い
る
。ま
た
、高
知

新
港
の
整
備
に
よ
り
、大
幅
に
観
光

客
が
増
加
し
て
い
る
。今
後
も
ス

ト
ッ
ク
効
果
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
よ
り
、持
続
的
な
経
済
成
長
を
図

る
と
と
も
に
、防
災
・
減
災
対
策
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

答
　
港
や
高
速
道
路
、圃
場
整

備
な
ど
、き
ち
ん
と
イ
ン
フ
ラ

が
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
経
済

は
活
発
に
動
き
出
す
。地
方
で

も
戦
略
を
持
っ
て
質
の
よ
い
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

問 経
済
を
未
来
に
つ
な
ぐ

イ
ン
フ
ラ
整
備

坂本　茂雄
（県民の会）

黒岩　正好
（公明党）

横山　文人
（自由民主党）

（県民の会）

弘田　兼一
（自由民主党）

　
知
事
　
今
回
の
選
挙
結
果
は
、

全
般
的
な
経
済
環
境
の
好
転
な
ど

に
よ
り
、安
倍
政
権
の
政
策
が
前
向

き
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
を
受
け

て
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
や
地
方
創
生
、防

災
・
減
災
対
策
な
ど
が
継
続
・
強
化

さ
れ
る
こ
と
は
大
変
心
強
い
。今
後

答

も
国
の
施
策
を
追
い
風
と
し
て
、産

業
振
興
計
画
な
ど
の
基
本
政
策
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

　
７
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院

議
員
選
挙
の
結
果
、自
民
党
が
27

年
ぶ
り
に
参
議
院
で
単
独
過
半

数
と
な
っ
た
。こ
の
結
果
が
県
の

基
本
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
か
。ま
た
、ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
聞
く
。

問

前田 　  強

自
民
党
が
単
独
過
半
数
と

な
っ
た
参
議
院
選
挙
結
果

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

に
臨
む
姿
勢

子
ど
も
食
堂
の
広
が
り

参
議
院
議
員
選
挙
の

合
区
解
消
の
方
策

介
護
療
養
病
床
の
廃
止

に
伴
う
県
の
支
援

県
内
産
業
全
体
の
人
材

不
足
の
実
態

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
化

妊
娠
期
か
ら
の
子
育
て

支
援

高
知
西
バ
イ
パ
ス
の
全
線

開
通
の
効
果

高
知
県
独
自
の
子
育
て

支
援
策

９月定例会本会議の質問

一
問
一
答

一
括
質
問

十
月
四
日

弘
田 

兼
一

坂
本 

茂
雄

塚
地 

佐
智

十
月
七
日

桑
名 

龍
吾

高
橋    

徹

吉
良 

富
彦

西
森 

雅
和

野
町 

雅
樹

金
岡 

佳
時

浜
田 

豪
太

十
月
十
一
日

大
野 

辰
哉

米
田 

　
稔

加
藤 

　
漠

石
井 

　
孝

田
中 
　
徹

西
内 
　
健

今
城 

誠
司

十
月
五
日

黒
岩 

正
好

横
山 

文
人

前
田 

　
強

十
月
六
日

土
居 
　
央

依
光 
晃
一
郞

が
全
国
に
先
駆
け
て
第
１
子
の
保

育
料
を
無
料
化
す
る
な
ど
、政
策

的
に
大
き
く
か
じ
を
切
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、所
見
を
聞
く
。



̶3̶

　
子
育
て
支
援
に
対
す
る
今
年

度
の
当
初
予
算
は
約
99
億
円
だ
が
、

な
お
県
内
の
御
家
庭
が
支
払
っ
て

い
る
保
育
料
の
合
計
は
昨
年
度
で

45
億
円
と
な
っ
て
い
る
。高
知
県

　
今
後
本
県
が
食
品
産
業
の

１
千
億
円
産
業
化
を
目
指
す
た

め
に
、民
間
事
業
者
を
一
貫
し

て
支
援
す
る
体
制
を
さ
ら
に
強

化
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、新

た
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
聞
く
。

問

（自由民主党）
土 居 　 央

　
総
務
部
長
　「
高
知
県
民
の

日
」の
制
定
に
つ
い
て
は
、県
民
の
機

運
の
盛
り
上
が
り
が
欠
か
せ
ず
、行

政
の
主
導
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え

て
い
る
。観
光
や
文
化
の
振
興
、高

知
家
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ

て
、ふ
る
さ
と
高
知
を
愛
す
る
心
を

育
ん
で
い
き
た
い
。

答
　
公
立
小
学
校
を
休
み
に
す

る
と
同
時
に
、県
内
企
業
に
お

願
い
し
て
子
育
て
中
の
親
御
さ

ん
も
休
み
に
し
て
い
た
だ
き
、大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
郷
土
愛

を
育
む
体
験
が
で
き
る「
高
知

県
民
の
日
」を
制
定
す
べ
き
と
考

え
る
が
、所
見
を
聞
く
。

問 「
高
知
県
民
の
日
」の
制
定

食
品
産
業
の
１
千
億
円
産

業
化
に
向
け
た
施
設
整
備

　
土
木
部
長
　
市
街
化
調
整

区
域
の
開
発
許
可
に
つ
い
て
は
、空

き
家
の
賃
貸
や
津
波
浸
水
予
測
区

域
か
ら
の
転
居
な
ど
、社
会
情
勢
の

変
化
に
応
じ
た
規
制
緩
和
を
行
って

お
り
、さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
抜
本
的

な
規
制
緩
和
も
検
討
し
て
い
る
。ま

た
、市
町
村
が
開
発
許
可
の
事
務
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
土
地
利
用
や
事
務
の
迅

速
化
が
可
能
と
な
る
た
め
、市
長
が

権
限
を
受
け
る
こ
と
を
表
明
し
た

南
国
市
に
続
い
て
、香
美
市
や
い
の

町
に
も
引
き
続
き
積
極
的
に
働
き

か
け
て
い
く
。

答
　
地
域
福
祉
部
長
　
平
成
30

年
度
に
完
成
予
定
の
一
体
整
備
に

向
け
て
、相
談
窓
口
の
一
元
化
や
、

療
育
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
専
門
的
な

相
談
対
応
や
各
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、発
達
障
害
の
あ
る
方
を
効
果
的

に
支
援
で
き
る
体
制
を
検
討
し
て
い

く
。

答
　
近
年
、療
育
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
専
門
医
の
診
断
を
待
つ

子
ど
も
が
増
加
し
、長
い
待
機

期
間
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

中
央
児
童
相
談
所
と
の
合
築
を

機
に
、発
達
障
害
に
関
す
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
抜
本
的
な
見
直

し
が
で
き
な
い
か
。

問 発
達
障
害
に
関
す
る

サ
ポ
ー
ト
体
制

　
市
町
の
政
策
に
沿
っ
た
移

住
の
促
進
、南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
想
定
し
た
高
台
移
転
、企
業

誘
致
な
ど
、時
代
に
合
わ
せ
た

新
た
な
規
制
緩
和
が
必
要
だ
と

思
う
が
、所
見
を
聞
く
。

問

（自由民主党）
依光 晃一郎

都
市
計
画
の
新
た
な

方
針 　

知
事
　
本
県
の
食
品
産
業
の

レ
ベ
ル
が
向
上
し
て
き
た
こ
と
を
踏

ま
え
、よ
り
高
度
な
加
工
へ
の
取
組

を
強
力
に
後
押
し
す
る
段
階
に
来

た
と
感
じ
て
い
る
。例
え
ば
、新
商

品
開
発
の
た
め
の
研
究
開
発
環
境
、

試
作
品
が
販
売
可
能
な
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

対
応
の
生
産
設
備
、産
学
官
が
連
携

す
る
新
た
な
拠
点
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
、食
品
加
工
の
さ
ら
な
る

飛
躍
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

答　
高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン

タ
ー
の
存
廃
論
議
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、産
業
振
興
計
画
の
長
期

的
展
望
に
立
ち
、食
肉
セ
ン
タ
ー

を
存
続
さ
せ
る
方
向
で
、新
た

な
体
制
で
の
運
営
を
図
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

問
　
知
事
　
食
肉
セ
ン
タ
ー
は
本

県
の
畜
産
振
興
に
必
要
不
可
欠
な

施
設
で
あ
り
、県
内
に
存
続
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。県

と
し
て
も
、新
し
い
食
肉
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
向
け
、と
畜
機
能
は
も
と
よ

り
加
工・
流
通
・
販
売
ま
で
を一貫
し

て
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
運

営
体
制
の
構
築
や
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
へ
の

対
応
な
ど
も
含
め
て
主
体
的
に
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答 高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン

タ
ー
の
運
営
体
制

が
全
国
に
先
駆
け
て
第
１
子
の
保

育
料
を
無
料
化
す
る
な
ど
、政
策

的
に
大
き
く
か
じ
を
切
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、所
見
を
聞
く
。

　
知
事
　
平
成
21
年
度
か
ら
、

第
３
子
以
降
か
つ
３
歳
未
満
の
保
育

料
を
無
料
と
す
る
市
町
村
へ
の
補

助
を
実
施
し
て
い
る
。第
１
子
以
降

と
な
る
と
極
め
て
大
き
な
財
源
が

必
要
な
た
め
、引
き
続
き
国
に
強
く

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。ま
た
、仕
事

と
家
庭
の
両
立
に
つ
い
て
も
、高
知

版
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

の
創
設
な
ど
、本
県
の
実
情
に
合
っ

た
独
自
の
取
組
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

答

　
知
事
　
こ
の
区
間
の
工
事
に

つ
い
て
は
、再
開
ま
た
は
中
止
の
判

断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

来
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。高
知
市
、

高
知
県
、地
域
住
民
か
ら
成
る「
ま

ち
づ
く
り
協
議
会（
仮
称
）」を
立
ち

上
げ
、周
辺
の
交
通
の
流
れ
や
新
堀

川
の
環
境
変
化
の
推
移
を
示
し
な

が
ら
、皆
様
の
意
見
を
伺
い
、最
終

決
定
し
て
い
き
た
い
。

答　
知
事
　
競
技
力
の
向
上
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
の
デ
ー
タ
や
研
究

成
果
を
活
用
で
き
る
場
と
選
手
や

指
導
者
の
競
技
横
断
的
な
交
流
が

行
え
る
場
の
２
つ
が
重
要
だ
と
認
識

し
て
い
る
。東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
県
全
体
の
競

技
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

県
民
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
医

科
学
の
拠
点
整
備
に
つい
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

答
　
こ
れ
か
ら
の
競
技
力
向
上

に
は
、「
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ

ン
タ
ー
」の
よ
う
な
施
設
が
必

要
だ
と
思
う
が
、本
県
に
お
い

て
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
を
実
践
す

る
環
境
整
備
の
必
要
性
を
ど
う

考
え
る
の
か
聞
く
。

問 ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
を

実
践
す
る
環
境
整
備

　
は
り
ま
や
町
一
宮
線
の
は
り

ま
や
工
区
の
一
部
の
工
事
が
中

断
し
て
い
る
。事
業
認
可
の
期
限

が
平
成
30
年
度
末
に
迫
っ
て
い
る

中
、今
後
ど
の
よ
う
に
高
知
市
や

住
民
と
調
整
し
て
い
く
の
か
聞
く
。

問

（自由民主党）
桑名　龍吾

は
り
ま
や
町
一
宮
線
の

は
り
ま
や
工
区

　
知
事
　
県
勢
浮
揚
に
向
け
て

官
民
協
働
で
取
り
組
む
中
で
、県
民

の
期
待
と
信
頼
を
裏
切
る
行
為
が

重
ね
て
起
き
て
い
る
こ
と
は
大
変
遺

憾
で
あ
り
、申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

る
。処
分
に
当
た
って
は
、人
事
院
が

定
め
る
指
針
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

本
県
の
過
去
の
事
例
や
他
県
の
事

例
と
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
で
恣
意
的

な
判
断
に
陥
ら
な
い
よ
う
厳
正
に
対

処
し
て
い
る
。引
き
続
き
公
務
員
倫

理
の
確
立
と
綱
紀
の
粛
正
を
図
って

い
き
た
い
。

答
　
文
化
生
活
部
長
　
入
札
の

不
調
で
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
が
約

３
カ
月
遅
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、県

民
に
心
配
を
お
か
け
し
た
と
重
く

受
け
と
め
て
い
る
。７
月
に
実
施
し

た
再
入
札
で
落
札
者
を
決
定
し
、８

月
19
日
に
仮
契
約
を
行
い
、今
議
会

に
契
約
締
結
議
案
を
提
案
し
て
い

る
。こ
の
坂
本
龍
馬
記
念
館
は
博
覧

会
の
メ
イ
ン
会
場
で
も
あ
る
の
で
、

平
成
30
年
４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
く
。

答
　
県
民
が
期
待
す
る
坂
本
龍

馬
記
念
館
の
開
館
が
３
カ
月
遅

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、ど
う
認

識
し
て
い
る
の
か
聞
く
。

問 坂
本
龍
馬
記
念
館
の

不
調
不
落

　
最
も
規
範
意
識
が
求
め
ら

れ
る
県
庁
職
員
の
不
祥
事
が
続

発
し
て
い
る
。職
員
一
人
一
人

の
質
の
問
題
で
あ
る
こ
と
に
間

違
い
な
い
が
、な
く
な
ら
な
い

不
祥
事
と
処
分
の
軽
さ
に
つ
い

て
考
え
方
を
聞
く
。

問

（県民の会）
高 橋 　 徹

多
発
傾
向
に
あ
る
職
員

の
不
祥
事

　
健
康
政
策
部
長
　
県
と
し

て
は
、被
曝
さ
れ
た
船
員
の
皆
様
に

寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
て
い
る
の
で
、も
う
一
歩
踏
み

込
ん
だ
き
め
細
か
な
検
証
を
国
に

求
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、健
康
等
相

談
会
に
つい
て
は
、今
後
は
講
演
と
い

う
よ
り
は
市
町
村
と
連
携
し
て
個

別
に
必
要
な
方
への
健
康
相
談
支
援

に
力
点
を
置
い
て
や
って
い
き
た
い
。

答　
知
事
　
こ
う
い
う
問
題
の
記

録
を
し
っ
か
り
残
す
こ
と
は
非
常
に

大
事
だ
と
思
う
。約
60
年
前
の
こ
と

で
、個
人
情
報
管
理
の
問
題
も
あ
る

が
、県
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、関
係

答

者
に
話
を
聞
い
て
そ
の
方
法
を
探
っ

て
み
る
よ
う
に
指
示
し
た
い
。

　
ビ
キ
ニ
被
曝
の
被
災
船
ご

と
に
本
県
船
員
を
確
認
し
、追

跡
調
査
を
行
い
、被
曝
の
実
相

を
後
世
に
伝
え
残
す
取
組
を
求

め
る
が
、考
え
を
聞
く
。

問 ビ
キ
ニ
被
曝
の
被
災
船
員

の
追
跡
調
査

　
1
9
5
4
年
、ア
メ
リ
カ

は
太
平
洋
ビ
キ
ニ
環
礁
で
６
回

も
水
爆
実
験
を
強
行
し
、日
本

の
マ
グ
ロ
漁
船
延
べ
9
9
2
隻

が
被
曝
し
た
。被
災
し
た
船
員

の
被
曝
線
量
の
評
価
に
つ
い
て

は
さ
ら
な
る
調
査
分
析
が
必
要

で
あ
る
た
め
、厚
労
省
に
対
し

て
来
年
度
も
研
究
事
業
を
継
続

す
る
よ
う
提
言
す
べ
き
だ
と
思

う
。ま
た
、県
が
昨
年
か
ら
３
回

開
催
し
て
い
る
健
康
等
相
談
会

に
つ
い
て
、来
年
度
も
継
続
実

施
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、考
え

を
聞
く
。

問

（日本共産党）
吉良 富彦

ビ
キ
ニ
被
曝
に
よ
る

健
康
被
害

　
副
知
事
　
専
門
家
か
ら
、フ

レ
コ
ン
バッ
グ
に
入
っ
た
鉱
滓
に
焼
却

灰
を
か
け
て
埋
め
立
て
る
こ
と
、場

内
に
水
を
浸
入
さ
せ
な
い
こ
と
が
重

要
だ
と
い
う
助
言
が
あ
っ
た
。原
因

が
究
明
さ
れ
る
ま
で
は
、こ
う
し
た

助
言
に
沿
っ
た
対
策
を
し
っ
か
り
講

じ
て
い
き
た
い
。現
在
は
雨
水
が
浸

入
し
な
い
よ
う
、雨
ど
い
の
修
繕
な

ど
を
行
っ
て
い
る
が
、引
き
続
き
原

因
究
明
に
努
め
、そ
の
原
因
に
応
じ

た
再
発
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
と

講
じ
て
い
く
。

答　
知
事
　
現
在
の
エ
コ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
整
備
で
は
、こ
こ
で
や

る
と
決
め
て
か
ら
４
年
半
要
し
て
い

答
　
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

は
平
成
34
年
か
ら
35
年
に
は
満

杯
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

新
た
な
処
分
場
を
建
設
す
る
場

合
は
い
つ
ま
で
に
場
所
を
選
定

し
な
い
と
い
け
な
い
の
か
。

問 新
た
な
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
場
所
の
選
定
時
期

　
平
成
23
年
10
月
に
開
業
し

た
県
内
唯
一
の
管
理
型
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場「
エ
コ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
」は
、大
き
な
事
故

も
な
く
順
調
に
運
営
さ
れ
て
き

た
が
、８
月
29
日
と
９
月
２
日
、１

週
間
に
２
度
発
煙
す
る
事
故
が

発
生
し
た
。専
門
家
の
助
言
も
踏

ま
え
て
、今
後
ど
の
よ
う
な
再
発

防
止
対
策
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

問 エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
事
故
再
発
防
止
対
策

【
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
】食
品
の
製
造・加
工
工

程
を
分
析
、監
視
す
る
こ
と
で
製
品
の

安
全
を
確
保
す
る
衛
生
管
理
の
手
法
。

（公明党）
西森 雅和

坂本龍馬記念館リニューアル完成予想図



̶4̶

　
津
波
浸
水
区
域
の
学
校
で

は
、「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」な
ど
の

震
災
の
教
訓
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
、家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を

ど
う
充
実
さ
せ
て
い
く
か
聞
く
。

問

（新風・くろしおの会）
野町　雅樹

津
波
浸
水
区
域
で
の

防
災
教
育

　
知
事
　
嶺
北
地
域
で
は
嶺
北

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の
取
組
が
ス
タ
ー

ト
し
、土
佐
あ
か
う
し
の
生
産
拡
大

に
あ
わ
せ
て
、生
産
者
、Ｊ
Ａ
、行
政

が
一
体
と
な
っ
て
食
品
加
工
施
設
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、宿
泊
施
設
な
ど
の
整

備
に
向
け
た
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。

地
域
に
多
様
な
仕
事
を
生
み
出
し
、

答

若
者
を
残
す
力
を
生
み
出
す
た
め
、

ク
ラ
ス
タ
ー
の
実
現
に
向
け
て
汗
を

か
い
て
い
き
た
い
。

　
教
育
長
　
特
別
支
援
学
級

で
も
、担
当
教
諭
の
特
別
支
援
学
校

教
諭
免
許
状
の
取
得
を
進
め
る
な

ど
、各
学
級
で
専
門
的
な
指
導
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。ま
た
、

今
後
も
児
童
生
徒
の
状
況
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
、教
員
定
数
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、必
要
な

場
合
は
さ
ら
に
加
配
す
る
な
ど
の

支
援
も
行
って
い
き
た
い
。

答
　
特
別
支
援
学
校
・
特
別
支

援
学
級
へ
の
支
援
は
、子
育
て

中
の
保
護
者
に
と
っ
て
身
に
つ

ま
さ
れ
る
問
題
だ
と
考
え
る
が
、

県
の
取
組
を
聞
く
。

問 特
別
支
援
学
校・特
別

支
援
学
級
へ
の
支
援

　
中
山
間
地
域
の
畜
産
振
興

を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
、

土
佐
あ
か
う
し
の
生
産
・
加
工
・

販
売
体
制
の
強
化
、食
肉
処
理

の
高
度
化
を
強
力
に
進
め
る
知

事
の
意
気
込
み
を
聞
く
。

問 中
山
間
地
域
の
畜
産

振
興
へ
の
意
気
込
み

　
教
育
長
　 

東
日
本
大
震
災

の
貴
重
な
教
訓
を
盛
り
込
ん
だ「
高

知
県
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
基

づ
き
、津
波
か
ら
の
避
難
に
つい
て
指

導
し
て
い
る
。ま
た
、先
進
的
な
防

災
教
育
の
実
践
校
で
は
、保
護
者
や

地
域
住
民
、関
係
機
関
と
連
携
し

た
防
災
学
習
や
合
同
避
難
訓
練
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
、こ
う
し
た
取

組
や
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
、県
内

の
学
校
へ
防
災
教
育
を
広
げ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。

答

　
中
山
間
地
域
の
土
木
業
者

の
減
少
に
よ
り
、県
が
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
備
え
て
策
定
し
て

い
る
道
路
啓
開
計
画
が
実
行
で

き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、

現
在
の
事
業
者
数
を
ど
う
確
保

す
る
か
。ま
た
、地
域
の
事
業
者

が
工
事
を
受
注
で
き
る
機
会
を

増
や
す
工
夫
が
必
要
だ
と
思
う

が
、所
見
を
聞
く
。

問
　
土
木
部
長
　 

県
で
は
、公
共

工
事
の
量
の
確
保
に
加
え
て
、予
定

価
格
の
適
切
な
設
定
や
発
注
時
期
の

平
準
化
な
ど
、建
設
業
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。地
域
の
事
業
者
の

受
注
機
会
の
確
保
に
向
け
て
は
、総

合
評
価
方
式
の
入
札
で
地
域
性
に
関

す
る
評
価
項
目
を
積
極
的
に
採
用

す
る
な
ど
の
配
慮
を
行
って
い
る
。

答 中
山
間
地
域
の
土
木

業
者
の
確
保

　
商
工
労
働
部
長
　
本
県
の

介
護
離
職
者
は
平
成
23
年
10
月
か

ら
の
１
年
間
で
6
0
0
人
と
推
計

さ
れ
て
お
り
、介
護
離
職
を
な
く
す

た
め
、社
会
保
険
労
務
士
に
委
託

し
て
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の

普
及
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、高
知

労
働
局
と
共
同
で
、介
護
休
業
制

度
の
概
要
や
支
援
メ
ニュ
ー
を
記
載

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
、企
業

や
関
係
機
関
に
配
布
し
て
い
る
。国

の
施
策
で
も
介
護
離
職
を
減
ら
す

た
め
の
環
境
整
備
は
徐
々
に
進
ん
で

き
て
い
る
の
で
、今
後
広
く
周
知
し

て
い
き
た
い
。

答　
知
事
　
県
民
、と
り
わ
け
日

高
村
民
の
皆
様
に
大
変
な
不
安
を

与
え
、心
か
ら
申
し
訳
な
く
思
って
い

る
。エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、環

境
測
定
結
果
や
維
持
管
理
に
関
す

る
情
報
公
開
、河
川
の
保
全
活
動
な

ど
環
境
に
も
配
慮
し
た
安
全
な
処

分
場
と
し
て
の
運
営
に
努
め
て
き
た

が
、今
後
と
も
徹
底
し
て
い
く
。景
観

の
問
題
に
つ
い
て
も
財
団
と
有
効
な

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
　
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
、廃
棄
物
か
ら
煙
が
出
る
事

故
が
あ
っ
た
。徹
底
し
た
施
設

の
安
全
管
理
、環
境
や
景
観
の

保
全
対
策
な
ど
、今
後
の
対
応

に
つ
い
て
聞
く
。

問 エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

安
全
管
理
と
景
観
保
全

　
総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と

介
護
離
職
者
は
年
間
10
万
人
を

超
え
て
い
る
が
、県
内
企
業
の
介

護
離
職
者
数
を
聞
く
。ま
た
、介

護
離
職
ゼ
ロ
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
聞
く
。

問

（県民の会）
大野 辰哉

介
護
離
職
ゼ
ロ
に
向
け
た

労
働
環
境
改
善

　
地
域
福
祉
部
長
　
障
害
児

の
短
期
入
所
施
設
は
21
施
設
あ
る

が
、重
度
障
害
児
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
施
設
は
数
カ
所
に
限
ら
れ
て
い
る
。

特
に
中
山
間
地
域
で
は
、離
れ
た
地

域
の
施
設
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
あ
る
。新
た
な
事
業
者
の
参

入
は
難
し
い
と
思
う
が
、で
き
る
だ

け
身
近
な
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
、医
療
機
関
に
空
床
利

用
の
短
期
入
所
を
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、市
町
村
や
関
係
機
関
と
検

討
し
て
い
く
。

答
　
知
事
　
今
回
の
予
算
提
出
に

当
た
り
、施
工
業
者
の
瑕
疵
担
保
責

任
を
問
え
な
い
か
検
討
を
重
ね
て
き

た
が
、所
期
の
目
的
で
あ
る
陸
上
競

技
場
の
第
１
種
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
や
、良
質
な
競
技
場
と
し
て
評

価
も
引
き
続
き
得
て
い
る
こ
と
、さ

ら
に
出
来
上
が
り
の
品
質
の
指
標
も

十
分
な
数
値
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、瑕
疵
担
保
責
任
を
問
う
こ

と
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

答
　
春
野
陸
上
競
技
場
の
芝
改

修
工
事
に
総
額
8
，5
6
4
万

円
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
て

い
る
が
、２
年
前
の
欠
陥
工
事

の
免
罪
は
許
さ
れ
な
い
と
思
う
。

安
易
に
税
金
を
再
投
入
す
る
の

で
は
な
く
、県
民
の
立
場
に

立
っ
て
、あ
く
ま
で
修
補・賠
償

を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問 春
野
陸
上
競
技
場
の
芝

改
修
工
事

　
家
族
と
障
害
児
が
在
宅
で

生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、介

護
者
の
休
息
な
ど
も
含
め
た
短

期
入
所
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
不
可

欠
だ
。短
期
入
所
施
設
の
現
状

と
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
聞
く
。

問

（日本共産党）
米田 稔

重
度
障
害
児
の
短
期

入
所
施
設

　
知
事
　
本
県
の
長
期
的
な
成

長
を
見
通
し
た
と
き
に
、四
国
に
も

新
幹
線
を
導
入
す
る
こ
と
が
極
め

て
大
事
だ
と
思
う
。北
陸
、北
海
道
、

東
北
の
各
地
域
よ
り
も
四
国
の
新

幹
線
の
ほ
う
が
１
キ
ロ
当
た
り
の
沿

線
人
口
は
多
く
、コ
ン
パ
ク
ト
で
効
果

を
も
た
ら
す
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
な
り

得
る
と
考
え
て
い
る
。さ
ら
に
四
国

４
県
と
連
携
し
、官
民
協
働
で
取
組

を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

　
教
育
長
　
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
の
育
成
に
は
、ジ
ュニ
ア
か
ら
の
系

統
的
な
指
導
を
基
盤
に
、高
校
生
の

時
期
に
質
の
高
い
指
導
を
集
中
し

て
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。ス
ポ
ー
ツ
の
特
別
強
化
校
を
指

定
す
る
こ
と
は
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
育
成
も
含
め
て
本
県
の
競
技
力

の
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、学
校

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。今
後
幅
広
く
学
校
関

係
者
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

答

　
将
来
国
体
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
で
き
る
よ
う
な
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
を
育
成
す
る
た
め
、ス

ポ
ー
ツ
の
特
別
強
化
校
を
指
定
し

て
、学
校
の
運
動
部
活
動
か
ら
高

知
県
全
体
の
競
技
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
有
効
な
手
段
の
一
つ
だ

と
考
え
る
が
、所
見
を
聞
く
。

問 ス
ポ
ー
ツ
の
特
別
強
化
校

の
指
定

　
知
事
は
四
国
へ
の
新
幹
線

の
導
入
に
つ
い
て
政
策
提
言
を

行
っ
て
い
る
が
、実
現
に
向
け
た

思
い
を
聞
く
。

問

（自由民主党）
加藤 漠

四
国
へ
の
新
幹
線
整
備
に

向
け
た
思
い

　
知
事
　
会
議
で
は
同
一
労
働

同
一
賃
金
や
長
時
間
労
働
是
正
な

ど
、９
つ
の
テ
ー
マ
で
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
。経
済
の
活
性
化
や
少
子
化

対
策
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

観
点
、中
小
零
細
企
業
や
中
山
間
地

域
が
多
い
本
県
の
特
別
な
事
情
を

勘
案
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
両
面

か
ら
政
策
提
言
を
行
って
い
き
た
い
。

答

る
点
を
考
慮
す
る
と
、来
年
度
末
ぐ

ら
い
ま
で
に
は
場
所
の
選
定
を
終
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
Ｉｏ
Ｔ
へ
の
期
待
が
全
世
界

で
急
速
に
高
ま
る
中
、こ
の
流
れ

に
飛
び
込
み
先
行
し
て
い
く
に
は
、

問 Ｉｏ
Ｔ
推
進
に
必
要
な

リ
ー
ダ
ー
の
育
成

　
９
月
27
日
に
初
会
合
が
開

か
れ
た「
働
き
方
改
革
実
現
会

議
」の
動
向
に
注
視
し
、新
た
な

関
連
法
案
に
地
方
経
済
の
発
展

と
中
小
企
業
や
労
働
者
の
声
が

反
映
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
る
が
、こ
の
会
議
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
聞
く
。

問 働
き
方
改
革
実
現
会
議

の
動
向

（県民の会）
石井 孝

　
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合

会
に
よ
る
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模

の
次
世
代
型
ハ
ウ
ス
が
安
芸
市

に
誘
致
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の

施
設
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
策
が
考
え
ら
れ
る
の
か
聞
く
。

問 安
芸
営
農
実
証
支
援

施
設
へ
の
支
援
策

　
農
業
振
興
部
長
　 

来
年
４

月
の
完
成
、８
月
の
栽
培
開
始
に

向
け
て
、雇
用
対
策
や
周
辺
対
策

な
ど
に
取
り
組
む
。ま
た
、栽
培
、

土
壌
肥
料
、病
害
虫
、環
境
制
御

な
ど
の
技
術
者
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

全
農
と
も
連
携
し
て
技
術
面
の
検

討
を
深
め
て
い
く
。栽
培
開
始
後

も
定
期
的
に
検
討
会
を
開
き
、栽

培
実
証
の
成
功
に
向
け
た
取
組
を

答

継
続
し
、確
立
さ
れ
た
技
術
を
普

及
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

（まほろばの会）
金岡 佳時

（自由民主党）
浜田 豪太

　
土
木
部
長
　
高
知
県
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
に
は
、維
持
管
理
の
強

化
に
よ
る
か
か
り
増
し
経
費
に
つい
て
、

施
工
業
者
か
ら
支
払
わ
れ
た
と
承
知

し
て
い
る
。芝
管
理
機
械
の
爪
が
通

常
以
上
に
消
耗
し
た
費
用
と
し
て

1
3
6
万
円
、水
道
代
や
肥
料
代
、

種
子
代
等
が
過
去
の
年
度
と
比
較
し

て
か
か
り
増
し
に
な
る
経
費
の
27
年

度
、28
年
度
分
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

2
5
0
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

答

　
２
年
前
の
工
事
の
や
り
直

し
等
の
協
議
の
中
で
、施
工
業

者
か
ら
指
定
管
理
者
で
あ
る
高

知
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
に
何

ら
か
の
資
金
提
供
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

問 ２
年
前
の
芝
改
修
工
事

後
の
経
過

土佐あかうし
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9月定例会 主な審議の結果
●可決された議案（22議案）
知事提出議案（13議案）
予算議案（4議案）
・平成28年度高知県一般会計補正予算（約65億7千万円） ほか3議案
条例議案（5議案）
・高知県収入証紙条例の一部を改正する条例議案 ほか4議案
その他議案（4議案）
・県有財産（教学機器）の取得に関する議案 ほか3議案
議員提出議案（9議案）
意見書議案（8議案）
・参議院議員選挙における合区の解消に関する意見書議案
・私学助成の充実強化等に関する意見書議案
・返済不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書議案
・有害鳥獣対策の推進を求める意見書議案
・チーム学校推進法の早期制定を求める意見書議案
・無年金者対策の推進を求める意見書議案
・北朝鮮による日本人拉致問題の早急な解決を求める意見書議案
・地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書議案

○生中継を下記ケーブルテレビ局で放送しています。
●高知ケーブルテレビ
●西南地域ネットワーク
●よさこいケーブルネット
●香南ケーブルテレビ
●四万十町ケーブルネットワーク
●むろと光サービス
●黒潮町ケーブルテレビ

… 718ch
… 111ch
… 851ch
… 112ch
… 111ch
… 111ch
… 11ch,111ch

県議会では本会議の審議の様子をインター
ネットとケーブルテレビで生中継しています。
議会日程をご確認のうえ、ぜひご覧ください。

インターネット ケーブルテレビ
○高知県議会ホームページの「議会中継」からご覧
いただけます。
○ＶＯＤ（ビデオ・オン・デマンド）にて、平成25年度以
降の録画中継もご覧いただけます。
○スマートフォン・タブレットなどでもご視聴可能です。
［URL］ http://gikai.pref.kochi.lg.jp/

議会中継

その他議案（1議案）
・議員を派遣することについて議会の決定を求める議案
●継続審査とされた議案（24議案）
知事提出議案（24議案）
決算議案（22議案）
・平成27年度高知県一般会計歳入歳出決算 ほか21議案
その他議案（2議案）
・平成27年度高知県電気事業会計未処分利益剰余金の処分に関する議案 ほか1議案

●否決された議案（1議案）
議員提出議案（1議案）
意見書議案（1議案）
・臨時国会でＴＰＰ協定を批准しないことを求める意見書議案

※議案に対する各議員の賛否の状況は、
高知県議会ホームページでご覧いただけます。 

　
企
業
が
地
方
公
共
団
体
に

寄
附
す
る
こ
と
で
法
人
税
な
ど

が
３
割
控
除
さ
れ
る「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」が
本
年
度
新

た
に
創
設
さ
れ
た
。８
月
に
公

表
さ
れ
た
第
１
回
認
定
は
県
内

で
四
万
十
市
の
１
件
の
み
だ
っ

た
が
、第
２
回
の
申
請
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、県

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
聞
く
。

問

（自由民主党）
田中 徹

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

申
請
状
況

　
教
育
長
　
小
学
６
年
で
南
米

な
ど
に
移
住
し
た
日
本
人
の
こ
と
を

取
り
上
げ
、中
学
校
で
日
系
移
民
の

苦
労
や
功
績
に
つ
い
て
学
習
し
て
い

る
。ま
た
、佐
川
町
の
小
学
校
で
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
父
と
た
た
え
ら
れ

る
水
野
龍
氏
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
、

地
域
出
身
の
人
の
功
績
を
調
べ
る
学

習
を
行
っ
て
い
る
。県
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、各
学
校
が
行
う
地
域
学

習
を
一
層
推
奨
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答　
商
工
労
働
部
長
　
産
業
振

興
計
画
で
設
定
し
た
目
標
に
向
け

て
お
お
む
ね
順
調
に
推
移
し
て
い
る

が
、ま
だ
ま
だ
マッ
チ
ン
グ
の
努
力
を

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。今
後
は
、こ
れ
ま
で
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や
認
知
度
の
高
ま

り
を
踏
ま
え
、よ
り
効
果
的
な
手

法
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
成
果

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

答
　
事
業
承
継
・
人
材
確
保
セ

ン
タ
ー
の
開
設
以
来
の
実
績
と

し
て
、事
業
承
継
に
関
す
る
相

談
が
1
6
6
件
、人
材
確
保
に

関
す
る
相
談
が
2
8
5
件
と
の

こ
と
だ
が
、改
め
て
こ
れ
ま
で

の
評
価
と
今
後
に
向
け
た
手
応

え
を
聞
く
。

問 事
業
承
継・人
材
確
保

セ
ン
タ
ー
の
評
価
と
手
応
え

　
南
米
に
移
住
し
た
日
系
人

の
残
し
た
偉
業
を
も
う
少
し
伝

え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、県

内
の
小
中
学
校
で
は
、日
系
移

民
の
歴
史
や
高
知
県
か
ら
の
移

民
の
功
績
を
ど
の
よ
う
に
伝
え

て
い
る
の
か
聞
く
。

問

（自由民主党）
西内 健

日
本
か
ら
南
米
に
移
住

し
た
方
の
功
績

　
総
務
部
長
　 

第
２
回
は
県

内
市
町
村
か
ら
の
申
請
が
な
く
、県

が
申
請
し
た
防
災
関
連
産
業
振
興

事
業
の
１
件
の
み
だ
っ
た
。制
度
の

活
用
を
図
る
た
め
、国
に
対
し
て
認

定
要
件
の
緩
和
や
弾
力
的
な
制
度

運
用
に
向
け
た
要
請
活
動
を
行
っ

て
い
く
。ま
た
、市
町
村
に
対
し
て

も
、引
き
続
き
制
度
の
周
知
や
特

徴
的
な
事
例
の
紹
介
な
ど
を
行
って

い
き
た
い
。

答

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、高
知
県

の
強
み
で
あ
る
食
を
力
強
く
発

信
し
て
も
ら
い
た
い
が
、今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
聞
く
。

問
　
知
事
　 

国
に
対
し
て
は
、東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
日
本
の
食
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
げ
て
、

そ
の
中
で
本
県
の
食
も
使
っ
て
ほ
し

い
と
提
言
し
て
き
た
。ま
た
、ま
る

ご
と
高
知
や
高
知
家
の
魚
応
援
の

店
の
5
0
0
店
舗
を
超
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
高
知
フ
ェ
ア

な
ど
、本
県
独
自
の
取
組
も
し
っ
か

り
進
め
て
い
き
た
い
。

答 高
知
県
の
強
み
で
あ
る

食
の
発
信

　
商
工
労
働
部
長
　
Ｉｏ
Ｔ
の

推
進
体
制
に
つい
て
は
現
在
検
討
中

だ
が
、ま
ず
は
外
部
の
有
識
者
に
お

願
い
し
て
、そ
の
方
の
知
見
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
体
の
統
括
、助
言
を
行
っ
て
も
ら

い
た
い
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
と
も
に
、各
分
野
の
課
題

に
対
応
す
る
プ
ロ
ジェク
ト
チ
ー
ム
を

編
成
し
、県
職
員
が
進
捗
管
理
を

行
う
体
制
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

答

皿鉢料理

　
土
木
部
長
　
昨
年
度
宿
毛

市
で
開
催
し
た
説
明
会
で
は
、堤
防

か
ら
離
れ
た
住
民
か
ら「
な
る
べ
く

堤
防
を
高
く
し
て
ほ
し
い
」と
の
意

見
が
、堤
防
直
背
後
の
住
民
や
港
を

利
用
す
る
方
々
か
ら「
堤
防
を
高
く

す
れ
ば
生
活
環
境
や
港
の
利
用
に

支
障
が
出
る
」と
の
意
見
が
多
か
っ

た
。今
年
度
も
引
き
続
き
説
明
会

を
開
催
し
、地
元
の
方
々
と
十
分
に

協
議
を
行
い
な
が
ら
整
備
断
面
を

決
定
し
、早
期
に
工
事
に
着
手
し
て

い
き
た
い
。

答
　
林
業
振
興・環
境
部
長
　
原

木
の
増
産
に
向
け
て
は
、森
林
を
集

約
化
す
る
森
の
工
場
の
拡
大
や
作

業
道
の
整
備
、高
性
能
林
業
機
械

の
導
入
、皆
伐
の
促
進
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、今
年
度
か
ら

林
業
事
務
所
ご
と
に
一
つ
の
森
林

組
合
に
的
を
絞
り
、個
別
の
支
援

チ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
る
。

答
　
平
成
26
年
に
61
万
㎥
を
達

成
し
た
原
木
生
産
量
が
、昨
年

度
は
59
万
2
千
㎥
と
伸
び
悩
ん

で
い
る
。平
成
31
年
の
目
標
値

で
あ
る
78
万
㎥
の
達
成
に
向
け
、

原
木
の
生
産
性
向
上
を
強
化
す

る
方
向
性
に
つ
い
て
聞
く
。

問 原
木
の
生
産
性
の
向
上

　
宿
毛
市
で
は
、昨
年
度
か
ら

地
震
・
津
波
対
策
の
住
民
説
明

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、防
潮

堤
の
整
備
高
さ
の
合
意
形
成
は

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。こ

の
住
民
説
明
会
で
の
意
見
を
今

後
の
整
備
計
画
に
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
く
の
か
聞
く
。

問

（自由民主党）
今城 誠司

堤
防
整
備
計
画
へ
の
住
民

意
見
の
反
映

県
庁
内
に
Ｉｏ
Ｔ
推
進
の
リ
ー

ダ
ー
役
が
必
要
不
可
欠
だ
。

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
方
向
性
と
具

体
策
に
つ
い
て
聞
く
。

事業承継・人材確保センター
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商工農林水産委員会商工農林水産委員会
■ＩｏＴ推進ラボ運営事業について
執行部から、モノとインターネットをつなぐＩｏＴの技術を活用することにより、

農林水産業や商工業などの各産業分野の人手不足や生産性向上という課題の
解決や防災対策の強化を図る高知版ＩｏＴの推進に向けて、実証研究などを行う
経費であると説明があった。
委員から、県としてＩｏＴを推進することは重要であるが、ＩｏＴの活用は広範囲

に及ぶと思われる。県としてＩｏＴをどう進めていくのかと質疑があった。
執行部からは、産業振興推進本部会議において、農林水産業や福祉、防災と

いった分野での幅広い活用について検討していくこととしており、各分野ごと
にプロジェクトを作り、関係部局と連携して進めていくと答弁があった。
委員から、高知版ＩｏＴの推進では課題を抽出して、プロジェクトを創出し、そ

のプロジェクトを自立化させていくということだが、このスケジュールはどの程
度の期間を考えているのかと質疑があった。
執行部からは、今後３年間で15件のプロジェクトを創出し、そのうち５件をビ

ジネスとして自立させていくことを目標としていくと答弁があった。

■第３期産業振興計画（水産業分野）の上半期の進捗状況等
について
執行部から、水産業分

野での漁業生産額及び水
産加工出荷額の増加に向
けた、５つの戦略の柱で
ある、漁業生産の構造改
革、担い手の育成・確保な
どや、今後の取組の強化
の方向性、専門部会の評
価と意見について説明が
あった。
委員から、「高知家の魚

応援の店」の登録数は、
水産物の流通・販売の一
つの指標と言えるが、「高
知家の魚応援の店」とな
る要件は何か。また登録
数670店舗の内訳はどう
なっているのかと質問が
あった。
執行部からは、要件としては、高知県の魚を取り扱っている、あるいは取り扱

いに関心がある店舗や、現在取り扱いはしていないが高知県を応援したいとい
う店舗を対象としている。店舗の内訳は関東、関西がそれぞれ約300ずつ、そ
の他は全国各地や最近では海外の飲食店にも広がっている。高知県の魚を現
在取り扱っていない店舗にも、これから取り扱っていただけるよう働きかけると
ともに、３期計画の最終年度の平成31年度までに1,000店舗の登録を目指し
て取り組んでいくと答弁があった。

高知家の魚 応援の店

産業振興土木委員会産業振興土木委員会
■都市公園単独事業について
執行部から、春野総合

運動公園陸上競技場の
芝改修工事について、こ
れまでの経緯と２年前の
芝張り替え工事施工業者
の瑕疵担保責任を問うの
は困難と判断する根拠、
当該施工業者から公園指
定管理者に支払われた
維持管理強化に係るかか
り増し経費について説明
があった。
委員から、２年前の工事

における床土(とこつち)の入れ替え部分が十分なものではなかったと考えるがど
のような検討により瑕疵はないと判断したのかと質疑があった。
執行部からは、２年前の工事は第１種公認認定を受けるという目的を達成して

おり、さらに通常の利用であれば支障なく使われていることや、工事終了に当た
り実施した試験では定めた目標値を達成しており複数の弁護士に相談したが欠
陥工事とは言えないことから瑕疵担保責任の追及はできないものと判断したと
答弁があった。
委員から、工事直後から維持管理用機械の部品が折れるなどメンテナンスを

重ねなければならないのは異常ではないかと質疑があった。
執行部からは、今までの芝は十何年も維持管理をやってきた結果よい評判を

得たもので、工事終了後１年目の維持管理は苦労し試行錯誤でだんだん良くなっ
ていくものと考えていると答弁があった。
委員から、当初予算の指定管理料に補助グラウンドの芝張り替えとして2,600

万円の大きな予算が入っているが説明不十分ではなかったかと質疑があった。
執行部からは、説明責任を果たす観点から今後予算審議等に際して予算が大

きく増加するものや戦略的に取り組むものについては説明すると答弁があった。
別の委員から、現状の芝生面は改善すべきと思うが、工事仕様書の内容につ

いては十分研究した上での施工を求めると要請があった。
執行部からは、今回提案の施工案ではサッカーＪ１チームのホームグラウンド

の断面と同じ構成としており、さらに砂の選定も含め他のグラウンドも調査する
と答弁があった。
別の委員から、２年前の工事に係る受注業者の瑕疵はなかったと判断されるが

いかに適切な発注をすべきかという面で発注者側の情報収集等に問題があった
のではないか、今後の発注の改善を望むと要請があった。
執行部からは、トッププロが春季キャンプを行うことの想定など施設整備に当

たっては利用者とその利用環境を捉え、必要となる仕様をしっかり検討した上で
仕様書・設計書を作成するよう改善したいと答弁があった。
委員会としては、これまで報告した点に十分に留意して予算執行すべきであ

ると考えている。

８月31日～９月２日
愛知県、石川県、富山県、長野県において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・ＦＤＡ高知～名古屋線の利用
促進策について（㈱フジドリ
ームエアラインズ）
・世界に通用する魅力ある観
光地域づくりの取組につい
て（金沢市役所）
・地域の特性を生かした水生
生物の展示について（魚津
市立魚津水族館）
・ダムと周囲の自然を生かした観光ルートについて（立山黒部アルペンルート）
・並行在来線を運営する鉄道事業者への支援について（長野県庁）
10月12日、17日（９月定例会中）
付託された３件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案１件を審査。

春野総合運動公園 陸上競技場

産業振興土木委員会の動き（8～11月）
８月29日～31日
宮城県、秋田県において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・地域のサービス企業者が目
指すビジネスモデルについ
て（株式会社ヴィー・クルー）
・農産物の地産地消による学
校給食事業について（公益財
団法人宮城県学校給食会）
・各種次世代エネルギーの活
用について（あきた次世代エ
ネルギーパーク）

10月12日、17日（９月定例会中）
　付託された２件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
　意見書案３件を審査。

商工農林水産委員会の動き（8～11月）

委員長報告　要旨委員長報告　要旨
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常任委員会の動き
８月30日～９月１日
岐阜県、三重県、京都府、和歌山県において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・医療福祉連携推進課の取組に
ついて（岐阜県健康福祉部医
療福祉連携推進課）
・子どもたちの能動的な学びを
引き出す取組について（三重
県総合博物館）
・歴史文化交流拠点施設の運営
について（伊勢河崎商人館）
・避難所における食品衛生確保
ガイドラインについて（京都府
健康福祉部生活衛生課）
・防災の取組について（和歌山
県広川町総務政策課・教育委
員会事務局）
・防災意識の継承について（稲むらの火の館）
10月12日、17日（９月定例会中）
付託された５件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案４件を審査。

危機管理文化厚生委員会の動き（8～11月）
９月１日～２日
北海道において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・北海道札幌工業高等学校
の取組について（北海道
札幌工業高等学校）
・札幌市中央図書館の運
営について（札幌市中央
図書館）
・北海道函館水産高等学校
の取組について（北海道
函館水産高等学校）

10月12日、13日、17日（９月定例会中）
付託された６件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案５件を審査。

総務委員会の動き（8～11月）

■災害医療救護体制整備事業費について
執行部から、高知赤十字病院は救命救急センターであり、災害拠点病院として活動

し、南海トラフ地震発生時においてもその機能を発揮させるため、津波浸水区域外へ
の移転について、国の補助制度を活用してこれを支援する経費である。また、県独自
の財政支援も検討していきたいと説明があった。
委員から、国の補助金の内示率の低下によって県独自の財政支援がどう変わって

いくのか細かく見ていく必要があると思う。国の支援が少なくなり、県が代わりに支援
をするということには納得できないと思うがどうかと質疑があった。
執行部からは、国の補助金が少なくなるから県が補助をするのではない。県として

最も重視していることは、高知赤十字病院は広域の災害拠点病院であり南海トラフ地
震が発生した場合にも十分な活動ができるよう機能強化をしていただくことであるが、
現在は津波浸水区域内にあり、地震が起きた際には逆に支援を受けなければならな
い病院になってしまう。このため、県としてもぜひとも移転整備を行っていただきたい
と考えており、県独自の支援についても検討している。ただ、過大な支援はできない
ので国の補助金も含めた考え方の整理をしていきたいと答弁があった。
別の委員から、高知赤十字病院は高知市にとっても大変重要な医療機関であるこ

とから、高知市としての財政的支援も求めていくべきだと思うがどうかと質疑があった。
執行部からは、現在高知市とは支援についての協議を行っている。救命救急セン

ターや災害拠点病院への支援は県の役割が大きいが、高知市にとっても重要な医療
機関であることに加え高知市北消防署との密接な連携により機能向上が図れること
などから、前向きに議論していただけるものと考えていると答弁があった。

■文化施設管理運営費について
執行部から、来年３月

に開幕する志国高知幕末
維新博に向けた高知城歴
史博物館の特別番組の
制作・放送や文化施設各
館における多言語リーフ
レットの整備、歴史民俗
資料館における望櫓の設
置・管理といった県立文
化施設等の磨き上げに要
する経費であると説明が
あった。
委員から、志国高知幕

末維新博に向けた取組は観光施策がメーンとなると思うが、こういった機会を契機
として県民が歴史や文化、芸術に深く触れ、文化振興の流れができる環境づくりが
大事ではないかと思う。また、県内にある文化団体等との連携を深めるチャンスで
はないかと思うがどうかと質疑があった。
執行部からは、現在文化芸術振興ビジョンの改定に向けて検討しており、芸術・文

化に触れ合う機会を増やすことや様々な団体とどのように関わっていくかといった
中で、県が役割をどう果たしていくのか、文化財団をどう拡充していくのかという議
論をしている。委員の意見を踏まえて、より県民と文化の関わりを深めるために必
要な施策を進めていきたいと答弁があった。

危機管理文化厚生委員会危機管理文化厚生委員会
■県立学校整備事業費について
執行部から、高知江の口
養護学校を高知市大原町
へ移転し、児童生徒の安全
と多様な障害の特性に対応
できる学校として整備する
ため、基本設計や地質調査
などを行う経費であると説
明があった。
委員から、これまで寄宿
舎は学校に隣接し、日常の
学校生活において休息が
取りやすいなどメリットがあ
ったが、新たな計画では、
離れた場所に整備されるこ
とになっており、今後の教育活動に支障を来すのではないか非常に心配する。心の
教育センターの移転も含め、学校と隣接するよう検討はできないかと質疑があった。
執行部からは、寄宿舎は夜間に生活をする所でもあり、医療機関が近くにある越
前町の盲学校内に計画している。今までは同じ敷地内にあり、寄宿舎と学校とが密
に連携を取っていたが、今後も場所が離れることによる支障が生じないよう十分な
配慮をしたいと答弁があった。

■高知県立青少年センターの設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例議案について
執行部から、高知県立青少年センターの本館及び宿泊棟の改築に伴い使用料を
見直すとともに、新たな会議室等の施設整備にあわせて、使用料の設定を行うもの
であると説明があった。
委員から、全日使用料の割引をやめるなど、料金が高くなるが、青少年が利用しや
すいよう安い料金を維持できなかったのかと質疑があった。
執行部からは、改定する料金は近隣の類似施設と比較し妥当と考えている。従前

どおり、25才未満の方は青少年ホールや会議室を無料で利用できる。また、施設が
新しくなり利便性が高まるため、利用者からは理解が得られると考えている。割引に
ついては、他の県立青少年教育施設でも行っていないことを考慮したものであると
答弁があった。

■高知県警察職員の賞じゅつ金等に関する条例の一部を改正
する条例議案について
執行部から、東日本大震災発生後に、賞じゅつ金の最高支給額に格差があること

が判明したため、全国水準の6,000万円に引き上げ、賞じゅつ金制度を充実するも
のであると説明があった。
委員から、東日本大震災から５年が経過するが、なぜ高知県は低い水準のままだ

ったのかと質疑があった。
執行部からは、高知県よりさらに低い支給額であった他県の動向を確認していた

が、それらの県についても全国水準への引き上げがなされ、全国的に足並みがそろ
いつつあることなどから、今般、改正をしようとするものであると答弁があった。

高知江の口養護学校

総 務 委 員 会総 務 委 員 会

９月定例会　常任委員会９月定例会　常任委員会

高知城歴史博物館
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県議会事務局議事課（TEL 088-823-9536）へ。

12月定例会の日程12月定例会の日程12月定例会の日程

  12月    8日 (木) 開　会
　　　 13日 (火) 質疑並びに一般質問

14日 (水)  〃
　　 　15日 (木)　　   〃
 16日 (金)  常任委員会

19日 (月)  〃
  　20日 (火)  〃
 　　 　22日 (木) 閉　会

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

※日程は変更になる場合があります。傍聴の際には、議
会事務局議事課（TEL 088-823-9534）までご確認く
ださい。
※定例会、委員会の開催予定及び傍聴の方法は高知県
議会ホームページにも掲載しています。

特別委員会の動き（10月～11月）

年末年始の
ごあいさつについて

　公職選挙法の規定により、選
挙区内の方々への年賀状は控え
させていただきます。
　県民の皆様には、良いお年を迎
えられますようお祈り申し上げます。
　今後とも「県民の皆様とともに
歩む県議会」を目指し、県民の福
祉の向上と県勢発展のため全力
を尽くしてまいります。

高知県議会議員一同

平成27年度の決算審査を行うため、9月定例会
において決算特別委員会を設置しました。
10月12日（水）に開かれた初めての委員会では、
正副委員長の互選を行いました。
10月24日（月）から11月11日（金）にかけて、公
営企業会計、一般会計、特別会計の決算審査を行い
ました。
審査結果は、12月定例会本会議で報告されます。

委 員 長
副委員長
委 員
〃

決算特別委員一覧
弘田　兼一 （自由民主党）
西森　雅和 （公　明　党）
上田　貢太郎 （自由民主党）
横山　文人 （　　〃　　）

依光　晃一郎 （自由民主党）
桑名　龍吾 （　　〃　　）
橋本　敏男 （県 民 の 会）
高橋　　徹 （　　〃　　）

米田　　稔 （日本共産党）
金岡　佳時 （まほろばの会）

10月24日
10月26日

10月27日
10月28日
10月31日
11月 ４日
11月 ７日
11月 ８日
11月10日
11月11日
11月28日

委 員
〃
〃
〃

委 員
〃

監査委員（審査意見等）、公営企業局
会計管理者（総括説明）、監査委員（審
査意見等）、会計管理局、監査委員事
務局、労働委員会事務局、林業振興・
環境部
土木部、議会事務局
人事委員会事務局、総務部
商工労働部、地域福祉部
農業振興部、警察本部
産業振興推進部、危機管理部
教育委員会
健康政策部、文化生活部
観光振興部、水産振興部
委員長報告取りまとめ

決算特別委員会 議員定数問題等調査特別委員会
議員定数問題等調査特別委員
会を設置し、県議会議員の定数、選
挙区及び選挙区別議員定数につい
ての調査検討を行っています。

10月19日
各委員が見直しに向けた基本的
な考え方を示した上で、第三者
からの意見聴取について協議

11月29日
高岡郡を構成する町村長と
高知県議会の議員の選挙区
等について意見交換

もっぽ

「高知県議会高校生フォトコンテスト」は11校52名の高
校生から87点のご応募をいただき、５名の入賞者が決定し
ました。ご協力いただいた皆様に心よりお礼を申し上げます。
【議長賞】山田高校2年・末政真依さん【副議長賞】太平洋学園高
校2年・西岡天穂さん【佳作】山田高校3年・小串茉央さん、高知
丸の内高校2年・谷内佐帆さん、山田高校1年・西添亜美香さん

9月28日（水）、高知赤十字病
院副院長の西山先生を高知県議
会にお迎えし、「熊本地震での医
療支援と問題点」という演題で講
演をしていただきました。
避難所での救護体験を交えた

お話は大変興味深く、議員からの
質問にも丁寧にお答えいただく
など、貴重な機会となりました。

講演する西山副院長

高知赤十字病院の
西山副院長が講演

高校生フォトコンテストの入賞者が決定

高知県議会議員が
パラグアイを訪問 韓国・全羅南道と姉妹協定を締結

高校生フォトコンテスト入賞者と梶原副議長

パラグアイ高知県人会創立40周年記念式典とパ
ラグアイ日本人移住80周年記念祭典に出席するた
め、9月6日（火）から16日（金）まで武石議長を団長
とする県議会議員や高知県中南米親善協会の方々
など総勢14名がパラグアイを訪問しました。
あわせてブラジル高知県人会及び在亜(アルゼン
チン)高知県人会にも訪問し、本県と日系社会との
相互理解、移住地と母県との友好の絆を深めること
ができました。

パラグアイ高知県人会創立40周年記念式典

「木浦の母」と慕われた田内千鶴子さんの記念碑
が1997年に建立されたことをきっかけとする高知県
と韓国・全羅南道の友好交流をさらに進め、相互発展
につなげるため、両県道は姉妹交流協定を締結する
こととなり、10月29日（土）から11月1日（火）まで尾
﨑知事をはじめ総勢79名が韓国を訪問しました。
また、高知県議会と全羅南道議会が意見交換を行
い、「世界孤児の日」の制定に向けて協力することを
約束しました。

全羅南道議会を訪問


